
  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学級経営に悩む若い先生方へ 
 

                      

相模原市立小学校長会 会長 八杉 昌哉 
 

 

学級経営に行き詰まりを感じていた２０代

後半、一冊の本に出会いました。野田俊作「ク

ラスはよみがえる」です。当時教育界では一

般的ではなかったアドラー心理学をベースに

したもので、強い衝撃を受けました。日々起

こる児童の問題行動にどう対応するかでモグ

ラたたき状態に陥っていた現状を脱却するた

めの光明になりました。この子はなぜ問題を

起こすのだろうかと原因を追及するのではな

く、何のためにこの子は問題を起こすのだろ

うかと行動の目的を考え、対処していくとい

うものでした。原因は過去のものであり、家

庭環境や生育歴がわかったとしても変えるこ

とはできません。子どもたちの未来を考え、

今できることは何かを考え、勇気づけをし、

所属欲求を満たしながら、自己肯定感を高め

ることが大切であることを学びました。 

「学級担任のためのアドラー心理学」の著

者、会沢信彦氏は、「教師は、あたりまえで目

立たない行動を適切な行動だと見なさず、不

適切な行動を撲滅しようとしてそれの注目す

るため、本来教師の注目をひきたがっている

子どもにとっては、不適切な行動の頻度が増

えてしまうことになります」と述べ、「子ども

は、ある状況で、特定の人（相手役）に対し

て、ある目的（意図）を持って行動する」と

いう文章公式を用いて、子どもの行動を見る

視点を持つことの必要性を訴えています。 

適切な行動に注目することで、本来、無視

されるよりは不適切な行動をしてでも、教師

の注目を引きつけようとしていた子どもは、

適切な行動に注目されていることを学ぶこと

によって次第に不適切な行動の頻度が減って

やがて、適切な行動をすることでクラスの中

で居場所をつくろうと決心するのです。 
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今年度より、教育委員会の組織が変更になりました。その一

つとして、学校教育課の教育支援班の業務は、多様化するニー

ズに対応するため、それぞれの機関が行うことになりました。 

今回は、青少年相談センターに設置された「就学相談班」を

中心に紹介いたします。 

  

が加わりました。 就学相談班 

 

 

①民生委員・児童委員、保護司、 

教育委員会連携協議会に関すること 

②施設の管理、整備・向上 

（センター、南相談室、城山相談室、 

相模湖相談室、７つの相談指導教室） 

③広報に関すること 等 

①教育相談に関すること 

☆来所・電話相談 

☆学校出張相談（カウンセラーの派遣） 

☆要請相談 

☆ＳＳＷ（スクールソーシャルワーカー） 

による支援 

☆ヤングテレホン相談 

②不登校対策・対応に関すること 

☆相談指導教室 ☆ふれあい体験学習 

☆不登校対応セミナー 

☆不登校を考えるつどい 等 

 

①就学相談に関すること 

教育的配慮を必要としている児童生徒の教育について、一人ひとりの状態や発達段階、

適性などに応じ、その個性や能力が発揮できる教育環境や支援についての相談を行ってい

ます。 

③サポートルームに関すること 

「サポートルーム」は、対人関係やコミュニ

ケーションなどを苦手と感じている子どもを

対象に、自分の気持ちや考えの適切な伝え方

や、感情をコントロールする力を育て、学校生

活をスムーズに送れるようにすることを目的

としています。そのことに関しての手続きを行

っています。 

②きこえとことばの教室に関すること 

「きこえとことばの教室」は、聞い

たり話したりすることを苦手と感じて

いる子どもを対象に、言葉に関わる力

を育てたり、学校生活や社会生活への

適応力を高めたりすることを目的とし

ています。そのことに関しての、手続

きを行っています。 

 

青少年相談センターは、「相談班」「南相談班」「就学相談班」「総務班」の４つの班になりました。 

就学相談班が加わったことにより、巡回相談を行う「支援教育指導員」や就学相談を行う「就学相談員」と「青少年教

育カウンセラー」「ＳＳＷ（スクールソーシャルワーカー）」が連携し、情報を共有することで、支援の充実を図ることが

できるようになりました。今後も、学校へのより効果的な支援に繋がるよう連携を強化してまいります。 

④巡回相談に関すること 

支援教育指導員が、各学校を訪問して、専門的な立場から指導助言を行うことで、

各校の支援教育の校内体制やきめ細かな支援の充実を図っています。 

青少年相談センター 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ヤングテレホン相談  
 

 

 

 

 

 

情報発信 

９月１日（土）、「不登校相談会・進路情報説明会」を相模原市立総合学習セン
ターで開催しました。学校とフリースクール等との連携推進事業の一環として、
県・相模原市教育委員会とフリースクールやフリースペースとの連携・協働によ
り、不登校で悩む児童生徒や高校中退者及びその保護者等を対象に不登校相談会
を行いました。また、今後の見通しが持てるように進路情報を説明し、一人ひと
りの自立や学校生活の再開に向けた支援を行いました。 

 

限られた時間での不登校相談のため、今回の相談だけで、悩みがすべて解決という
ことにはならなかったかもしれません。参加者の皆様にとって、フリースクール等や
教育委員会、関係機関等とつながる機会となれたのであれば幸いです。    

ＳＳＷ（スクールソーシャルワーカー）と

青少年教育カウンセラーが 

日々の心温まるひと時について、教えてく

れました。 

SSW はケースによって不登校の子の家庭を訪
問することもあります。中には、元気でコミュニ
ケーションを取るのがうまく、友達もいて、特に
大きな課題を感じない子もいます。傍から見ると
登校できないことが不思議に感じるような子も本
人にとっては人生を左右するような大きな問題を
抱えているのだと思います。そんな子たちが先生
たちやカウンセラーさん、様々な人との関わりや
経験をきっかけに変わっていくのを感じられるこ
とはＳＳＷの醍醐味です。大人になると自分を変
えるのは大変ですが、子ども達は大きく変わるこ
とがあります。これからもそういったことのお手
伝いが出来るようフットワークよくチームとして
動ければと思います。 

（Ａスクールソーシャルワーカー）     

 

Eメール相談（24時間受付） 

 昼休みには、相談室に多くの子どもたちが、遊びに
来ます。トランプやオセロで遊んだり、お絵かきをし
たりしながら、子どもたちが興味のあることについて
話をする楽しい時間です。 

 ある時、ふらっと来てくれた子どもたちが、何気な
くお絵かきをしていました。「先生できたよ」と描き
終わった絵をうれしそうに見せてくれました。その絵
は、「やさしそうな笑顔」のイラストで、カウンセラ
ーの私を描いたと教えてくれました。 

 時には、カウンセラーとして自信を失うこともあり
ます。それでも、子どもたちのそんなイメージを裏切
らないよう、前向きな気持ちで頑張っていきたいと思
います。 

（Bカウンセラー） 

 

月曜日～金曜日 15時 30分～21時 

土曜日     13時～17時 

※年末年始、祝祭日をのぞく  

最終受付：終了 15分前 

19才以下の人とその保護者 

（匿名での相談もお受けします。） 

℡042-755-2552 
土曜日も相談をお受けしています。 

その６８ 

 

進路情報説明会の内容 

☆公立高校の入学者選抜 

☆定時制通信制高校の概要 

☆私立高校の入学者選抜 

☆高等専修学校・各種学校の概要 

☆就労の概要 

不登校相談会の内容 ２０団体２３ブース 

☆相模原市教育委員会 

☆神奈川県教育委員会 

☆県立高等学校（定時制・通信制） 

☆フリースクール 

☆私立高等学校 

☆専修学校・各種学校協会 

☆さがみはら若者サポートステーション 等 


